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平成 20 年 5 月期通期業績予想の修正及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 平成 20 年１月 17 日の中間決算発表時に公表しました「平成 20 年５月期（平成 19 年 6月 1日～ 

平成 20 年５月 31 日）」の業績予想を下記のとおり修正いたします。また、当社の連結子会社において、

特別損失が発生することになりましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成 20 年 5 月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年 6月 1日～平成 20 年５月 31 日） 

 （１）連結業績予想数値の修正  

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 5,556 143 139 50 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 5,158 93 92 1 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △398 △50 △47 △49 

増 減 率            （％） △7.2 △35.0 △33.8 △98.0 
前期（平成 19 年５月期）実績 4,595 6 2 △23 

 

（２）個別業績予想数値の修正 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 4,078 60 56 31 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 3,664 10 11 2 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △414 △50 △45 △29 

増 減 率            （％） △10.2 △83.3 △80.4 △93.5 
前期（平成 19 年５月期）実績 3,423 △44 △39 △19 

 

２．通期業績予想数値の修正理由 

 （１）連結    

    人材派遣のニーズは確実に拡大しているものの、企業から求められるスキルが高まっており、

そのニーズに応えうるスキルの登録者の確保が遅れ売上計上に至らず、一般派遣事業において

は派遣のオーダーを積み残す結果となり売上予想を下回る要因となりました。メディカル事業

においては公立病院からの受託が順調に推移し、加えて一般の医療機関からの派遣ニーズにも

応えることができ予想を上回る見通しとなりました。人材紹介事業につきましては営業・経理
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等及び幹部人材の紹介業務は成約件数が前期並みと予想しておりますが、医療関連技術者の人

材紹介が予想を 30％上回る売上高を予想しているものの、人材紹介事業全体としては予想をわ

ずかに下回る見通しとなりました。再就職支援事業においては期初に予定していた行政官庁か

らの業務を受託できず、加えて再就職支援案件の減少に伴い予想を下回る見通しとなりました。

連結子会社の株式会社エコミックにおいては首都圏を中心に新規顧客を大幅に増やすことがで

き、加えて地方税処理業務及び年末調整処理業務の受託を拡大させることができ、売上高は予

想を上回る見通しとなりましたが特別損失の発生により、当期純損失を計上し予想を下回る見

通しとなりました。 

    営業利益については人材派遣事業の売上の落ち込みに加え、人材紹介事業においては営業強

化に向けた営業担当者の増員による一般管理費の増加、さらに再就職支援事業における業務受

託の減少により、予想を下回る見通しとなりましたので修正して報告します。 

  

（２）個別 

    個別業績についても、売上予想のうちメディカル事業及びアウトソーシング事業においては

予想を上回る見通しでありますが、人材派遣事業及び再就職支援事業における売上が予想を下

回る見通しとなり修正して報告いたします。 

    営業利益につきましても人材派遣事業の売上高の低迷が影響を及ぼし、予想を下回る見通し

となりましたので修正して報告します。しかしながら、人材派遣事業においては昨年 11 月より

体制の建て直しに着手し、業績の回復に向け営業展開を行っております。 

 

３．特別損失の発生及びその内容 

 （１）当該事象の内容 

    当社の連結子会社である株式会社エコミックは、平成 18 年４月より同社の主たる業務である

給与計算受託業務をつかさどる基幹システムの刷新を目指し、「新給与計算システム構築プロ

ジェクト」を開始し、システム開発会社へ委託しておりました。 

    しかし、当該システムが開発段階での不具合を起因とすることにより開発を中止せざるを得

ない状況となり除却損を計上いたします。 

 

 （２）当該事象の連結損益に与える影響額 

    当第３四半期において 57,312 千円を固定資産除却損として特別損失に計上いたします。 

 

    

  ※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

予想につきまして様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績は予想数値と異なる

場合があります。                                 

以  上 
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